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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
３（
情
報
課
）

　

土
井
惠
子
さ
ん
（
賀
集
）
に
、

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合

会
長
か
ら
永
年
勤
続
民
生
委

員
・
児
童
委
員
表
彰
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

土
井
さ
ん
は
、
昭
和
六
十
二

年
十
二
月
か
ら
現
在
ま
で
の
約

二
十
年
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
を
務
め
、
地
域
の
福
祉
向
上

に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

地
道
な
ご
労
苦
に
敬
意
を
表

し
、
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

サ
ン
セ
ッ
ク
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ

（
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
え
び
す
）

の
二
チ
ー
ム
が
十
月
六
日
〜
七

日
に
島
根
県
で
行
わ
れ
る
日
本

ペ
タ
ン
ク
選
手
権
大
会
に
出
場

し
ま
す
。

　

六
月
に
行
わ
れ
た
県
大
会
ト

お
め
で
と
う

文化プロデューサー養成講座地域に根ざした文化を育む
　淡路島の伝統芸能によるまちづくり推進事業実行委員会主催の、プロ

デューサー養成講座が、９月６日市地区公民館で行われました。

　講座は、地域に根ざした文化をとおして人々が心をかよわせ、まちに

創意と活力をもたらす「文化プロデューサー」を養成することを目的と

しています。１回目のこの日は、市民プロデューサーの役割や必要な視

点、活動内容などを、講師が具体的にわかりやすく説明していました。

　なお、10月以降も同講座を開催しています。（16頁に募集記事）
▲熱心に耳を傾ける受講生

リ
プ
ル
ス
の
部
で
、
A
チ
ー
ム

（
榎
本
行ぎ

ょ
う
い
ち

市
、
島
田
孝
、
社
家

薫
）
が
優
勝
。
B
チ
ー
ム
（
野

口
浩ひ
ろ
か
ず一
、
喜
田
篤あ
つ
み實
、
上
田
龍

司
）
が
三
位
に
輝
き
、
全
国
大

会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

御
原
中
学
校
吹
奏
楽
部

（
三
十
五
人
）
が
八
月
十
日
、

西
宮
市
民
会
館
で
行
わ
れ
た

「
兵
庫
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

（
S
部
門
）」
で
三
年
連
続
と
な

る
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
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伊
加
利
公
民
館
で
国
際
交
流

外
国
の
言
葉
を
使
っ
て
遊
ぶ

　

伊
加
利
国
際
交
流
会
（
西

久
保
俊
史
会
長
）
が
、
八
月

二
十
五
、二
十
六
の
両
日
、
伊
加

利
公
民
館
で
外
国
人
と
「
言
葉
で

遊
ぼ
う
」
の
テ
ー
マ
で
、
国
際
交

流
を
行
い
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
の
は
大
阪
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
日

本
語
学
科
で
学
ん
で
い
る
中
国
、

韓
国
、
キ
ル
ギ
ス
か
ら
の
留
学
生

六
人
。
約
一
か
月
前
か
ら
、
こ
の

日
の
た
め
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組

む
な
ど
準
備
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

地
区
の
大
人
三
十
五
人
が
参
加

し
た
二
十
五
日
に
続
き
、
翌
日
は

幼
稚
園
児
か
ら
小
学
生
ま
で
の
子

ど
も
二
十
人
が
参
加
。

　

自
国
の
数
字
や
言
葉
を
使
っ
て

ゲ
ー
ム
を
行
い
、
最
初
は
照
れ
て

恥
ず
か
し
が
っ
て
い
た
子
ど
も
た

ち
も
、
笑
顔
で
や
さ
し
く
接
す
る

留
学
生
と
打
ち
解
け
、
楽
し
み
な

が
ら
語
学
の
学
習
を
し
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
同
会
で
は
、
九
月
三
十
日

に
も
、
同
じ
大
阪
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
学

生
が
参
加
し
て
、「
田
舎
の
運
動

市
長
に
報
告

ケ
ア
ン
ズ
語
学
研
修
の
報
告
会

▲外国語を使ったゲームで交流する留学生と子どもたち

　

こ
の
ほ
ど
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
の
ケ
ア
ン

ズ
市
を
訪
れ
て
い
た
海
外
学
生
等

派
遣
団
が
帰
国
し
、
九
月
五
日
、

中
田
市
長
に
、
語
学
研
修
の
体
験

報
告
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
将
来
ま
ち
づ
く

り
を
担
う
中
高
生
に
国
際
感
覚
を

身
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
、
旧
緑

町
時
代
か
ら
始
ま
り
、
市
が
継
続

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。　

　

今
回
は
、
高
校
生
六
人
、
中

学
生
二
人
が
、
八
月
十
日
か
ら

二
十
二
日
ま
で
の
十
三
日
間
、
ケ

▲市長へ研修の報告に訪れた海外学生等派遣団の皆さん

ア
ン
ズ
市
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し

て
、
そ
こ
に
住
む
人
々
と
交
流
し

な
が
ら
、
英
語
を
学
び
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
学
生
ら
は
、「
生
の

英
語
に
触
れ
、
益
々
英
語
に
興
味

が
湧
い
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
取
り
組
み
た

い
。
滞
在
先
の
子
ど
も
は
日
本
語

を
学
ん
で
い
る
の
で
、
私
も
一
生

懸
命
英
語
を
勉
強
し
ま
す
」
な
ど

の
感
想
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

中
田
市
長
は
「
異
文
化
と
触
れ

合
っ
た
貴
重
な
経
験
を
、
こ
れ
か

ら
の
人
生
に
生
か
し
て
く
だ
さ

い
」
と
期
待
を
込
め
て
述
べ
ま
し

た
。

土
井
惠や

す

こ子
さ
ん
に

全
国
表
彰

広報 

御
原
中
学
校
吹
奏
楽
部

県
大
会
金
賞
受
賞

阿万海岸で40年ぶりアカウミガメが誕生
　約 40年ぶりにアカウミガメの産卵があった阿万海岸海水浴

場で、８月 28日未明、卵がふ化し、赤ちゃんが海へ旅立って

いきました。現場に居合わせた岩崎俊二さん一家も神秘的な姿

に感動。子どもたちから「頑張れ」と声援が送られていました。

　アカウミガメは国のレッドデータブックで絶滅危
き ぐ

惧種に指定

されています。９月 11 日、NPO法人日本ウミガメ協議会の

調査で、110個の産卵があり、11個のふ化が確認されました。
▲ふ化したばかりのアカウミガメ

サ
ン
セ
ッ
ク
Ｍ

み

は

ら

Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ

日
本
ペ
タ
ン
ク
大
会
に
出
場 ▲土井さん

会
」
を
開
催
し
、
ふ
れ
あ
い
を
深

め
て
い
ま
し
た
。

三
原
、
志
知
、
淡
路
三
原
の
三
高
校

伝
統
芸
能
を
通
じ
て
交
流

　

八
月
二
十
四
日
、
三
原
、
志
知
、

淡
路
三
原
の
三
高
校
合
同
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
「
と
っ
て
お
き
！
『
わ
』

の
文
化
」
が
三
原
公
民
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
四
月
淡
路
三
原
高
校
の
開

校
に
よ
り
、
志
知
、
三
原
両
校
が

再
来
年
三
月
閉
校
し
ま
す
。
そ
れ

を
前
に
、
伝
統
芸
能
を
通
じ
て
三

高
校
の
交
流
を
図
り
、
こ
れ
が
新

高
校
に
引
き
継
が
れ
発
展
す
る
こ

と
を
願
い
開
か
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
高
校
生
に
よ
る
淡
路

人
形
浄
瑠
璃
や
、
だ
ん
じ
り
唄
、

和
太
鼓
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
た

後
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
一
般
の
保
存

会
員
や
市
保
育
所
園
児
、高
校
生
、

観
客
の
約
五
百
人
が
一
体
と
な
っ

て
だ
ん
じ
り
唄
「
玉

た
ま
も
の
ま
え
あ
さ
ひ
の
た
も
と

藻
前
旭
袂

三
段
目
」
を
熱
唱
。
会
場
内
は

力
強
い
歌
声
に
包
ま
れ
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
会
場
で
は
、各
校
の
華
道
、

書
道
、
美
術
の
作
品
展
や
茶
道
部

の
呈
茶
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。

県
電
気
工
事
工
業
組
合
淡
路
支
部
南
あ
わ
じ
地
区

安
全
の
た
め
水
銀
球
な
ど
を
点
検
清
掃

　

八
月
二
十
六
日
、
兵
庫
県
電
気

工
事
工
業
組
合
淡
路
支
部
の
南
あ

わ
じ
地
区
電
気
工
事
業
者
の
皆
さ

ん
（
馬
部
徹
代
表
、四
十
九
業
者
）

が
、
市
内
三
か
所
で
水
銀

灯
な
ど
電
球
の
点
検
や
清

掃
、
草
引
き
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

　

八
月
は
電
気
の
使
用
安

全
を
訴
え
る
活
動
が
全
国

一
斉
に
展
開
さ
れ
る
「
電

気
使
用
安
全
月
間
」。
こ

れ
に
ち
な
ん
で
同
支
部
は
、

高
所
作
業
車
を
使
っ
て
電
球
の
点
検
と
清
掃
（
陸
の
港
西
淡
）

毎
年
市
内
の
施
設
や
景
勝
地
な
ど

で
点
検
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
陸
の
港
西
淡
や
福
良

汽
船
場
前
、
蛍
の
里
公
園
の
三
か

所
に
分
か
れ
、
朝
か
ら
暑
い
中
、

施
設
内
の
草
引
き
や
、
高
所
作
業

車
に
乗
っ
て
普
段
点
検
が
困
難
な

街
路
灯
の
点
検
と
清
掃
を
し
ま
し

た
。

　

そ
の
お
か
げ
で
電
球
が
明
る
く

な
り
、夜
間
の
安
全
に
役
立
っ
て
、

通
行
す
る
利
用
者
か
ら
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。

▲前列左から、榎本さん、島田さん、社家さん、
　後列左から、上田さん、野口さん、喜田さん

▲８月30日、市長（左）へ報告に訪れた
　顧問の船越いくみ教諭（右）と亀井菜織
　部長（中央左）、今田早紀副部長（中央
　右）。「みんなでよい演奏ができ、最高
　の賞が取れました」と喜んでいました。

▲世代を超えて、だんじり唄「玉三」の大合唱が実現


